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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4°C箭後の冷蔵廊中に保・存した。以上の操作は細菌の

　　　　　　緒　　論　　　　　　　　　　　　　　　　　影響を避ける為に無繭的に行つた。

　EDTA－Na2①（Disodium－ethylene－diamine－－te－　　　　2）方　　法

traacetate）は，その性質から血液中のカルシウムと　　　　a）　ブドゥ糖はSomogyi－Nelson法⑤によつて

キレーnト結合し，血液を非凝閲性にする。萸に血球膜　　　　　定：墨：した。

に対しても良好であり，赤血球血小板の破壊をある程　　　　b）乳酸は次のような方法で測定した⑥。

度抑制し，生体にも毒性が少く蓄積作用もなく速かに　　　　血液浮游液1．Om1を試験管に取り，蒸溜水7・Cml

尿申に排泄される。それで1iL1液の一般検査にチトラー　　　と5％1－1　POs　1．Om1を加へて蛋白質を除去する為に

ト，二重惨酸塩の代りにも使用出来るし，又lluvaの保　　　3000r，P，m．，5分間遠心した後，上層液4・・Ornlを共

存にも用いられている。血液の保存には現在チトラー　　栓附パイレツクス試験管に取り，20％CuSOa・LO皿1

トを主成分としたACD液が多く使われ，　EDTA－Na2　　とCa（OH）21，0gmを加へて良く混和する。空試験

はなお実用されていないが，多くの学者によつてその　　　としては水4、　Omlと2〔】％CuSO，L　1・Om1，　Ca（OH二）2

優秀な事が報告されている。そこで私はKDTA－Na2　　1．〔〕9．　mを加へて良く混和し，被検試験と同じ条件で

保存血に於けるブドウ糖の消失と生成される乳酸を測　　　冷蔵庫に30分閲保存しながら，10分毎に振愚混和し・

定し・これの対照としてACD液にはブドウ糖が含ま　　3000r．P．m．，10分間遠心し上厚尋液1・Omlつつを各試

れて屠るので・其の生理的食塩水に保存した場合のブ　　験管に取り，冷水で撹押しながら濃硫酸3・Om1を加ヘ

ドウ糖消失，乳酸の生成を比較しさらに赤血球及び酵　　　更に0．1m1のヒドPtキノン液（アルコール5’Oml　ve

素系に影響の深い2，3の薬晶（ATP②，グルタチオ　　　ヒドロキノソ1．Ogmを溶解Lたもの）を加へて熱水

ン③，ジニトPtフエノPtル④など）を添加し，ブドウ　　中で30分間加温させた後，冷水中にて20分間冷却し蒸

糖及び乳酸値の変動を検討した。　　　　　　　　　　　溜水5．Orn1を加へて漉和した後空試験をBlankとし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て分光光度計を用いて420mμでoptical　densityを

　　　　　　実験材料および方法　　　　　　　　　　　測定し，乳酸量を標準曲線によつて算出した。

　　1）材、　料
　，血液5．Om1当りHeparine　Sodium（Upjohn　Co．　　　　　　　　　実験結果

Zinc製）1．Omgを（1000　units）入れた注射器を用　　　　　a）　ブドウ糖量測定

いて成人健康男子の正申静脈から採血し，良く混和　　　　2x10－3　M－・EDTAに保存した拍L液中のブドウ糖二量

した後2x10－3　M－EDTAと2xIO｝3　M－EDTAに　　　は，保存1時間後にはO．　89±O．41，1日後にはO．908

ATP，グルタチオソ（GSH），2，4一ジ晶トロ7エノ・一　　　±O．142に多少増加したカミ，2日後にはO・592士O・118，

1ル（2，4・・DNP）を各々2×10－3　Mの濃度に添加したも　　　4日後には，0．49士0に急漁こ減少してから，6日後

のと，O．9％食塩溶液と0．9錫食塩溶液にATP，　　　には0・584士0．15に増加した。　EDTAにATPを添加

GSH，2，4一ジ＝ト’祉tェノー・ルを2×IO・一“M濃度に　　した保存ゴ江液では1時間後に1よ0，653士0．25を示し，

添加した溶液に浮游し，試験管に各々分注し密封して　　　EDTA単独の場合に比して減少している。1日後に
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はO．89±O．195で1時間後に比し増加して居り，ED　　1・107士O・36に増加した。

TA単独の場合に比すれぽ別に差がない。2日後には　　　　4日，6日後には全部零（O）になつたが食塩に

0・418士0．22で1日後のものに比すれば，顕著に減少　　　ATPを添加した浮游液中のブドウ糖は，1時間後に

を見せているし，EDTA単独の場合に比しても減少　　　は0，731±O．34に食塩単独の時より顕著に減少を見せ

して居り，4日後には0．34士0．035に減少して居る　　　て居り，1日後にはO．59±O．26に多少減少したが2日

し，6日後には0．605士0．18に増加しており，EDTA　　　後には1．035士0．43に増加し，4日後には零（0）に

単独の場合に比すれば減少している。又EDTAに　　なつたが，6日後には更にに0．474士O．23増加した。

GSHを添加したものは，1時間後には1・01士0・34を．　　又食塩にGSHを添加したものは，1時間後には

示し、EDTA単独の場合に比し顕著に増加して居り，　　O．731±O．14となり食塩単独の時よりも相当に減少し

1日後には0・83士0・365にて減少して居り・2日後に　　　て居るが，1日後には0．47士0．17に減少して居り更

は0・472士0．23に急激な減少を見せており，4日後に　　　に2日後には0．997士0．118に増加，4日後には零（0）

は0・356±O・09，6日後にはO．　735±0・12に増加した　　　になり，6日後にはO．616士O．09に増加した。食塩に

が，EDTA単独の場合に比すれば矢張り減少して居　　　2，4一ジニトロフエノールを添加させたものでは1時間

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後には0．808士0．26になり、食塩単独の時にくらべれ

　EDTAに2，4一ジニトPフエノールを添加した保存　　　ぱ減少したが，　ATP若しくはGSHを加へたi者にく

」血液のブドウ糖は1時間後には1．01士O．455でEDTA　　らべれば増加して居る。ユ日後には0・695士0・312日

単独の場合より増加して居るが，1日後には0，522士　　後にはO．・96±0．15に1日後のものより増加して居る

0．09に減少して居り，2日後には0．546、』0．039，4日　　が，食塩単独の時よりは減少して居る・4日後のは零

後には0，455士0．045に著るしく減少したが，6日後　　　（0）に減少し，6日後には0・48士0・06に減少して居

には0．855士0．22に増加して居る。大体保存4日後に　　　る。

於て最も高い減少率を見せている。（第1表参照）　　　　大体食塩に薬物を添加した浮游液中のブドウ糖幡

　食塩液に浮游した血液中のブドウ糖量は，1時聞後　　4日後には凡て零（0）となる。（第2表参照）

には1．06士0．26でEDTAに浮游したものより増加し　　　　b）乳酸量測定

1日後には0．535士o．24に減少したが，2日後には　　　EDTAに浮游した血液rl・1の乳酸は，保存1時間後

第1表　EDTAを加えて保存した血液およびそれに薬物を添加した場合の

　　　　糖蚤の時間的変化

保存日数

1時間
　1日
　2日
　4日
　6目

例

数

EDTA及びEDTAに薬物を添加させた溶液の血糖量（mg／ml）

1・］DTA　・DTA・AT・ゆTA・GSH　ED・A・・，4－…

0，89　：ヒ0．41

0．908：ヒ0．142

0．592士O．118

0．49　士0．0

0．854士0。15

0，653士0．26

0．89　士0．195

0。418士0．22

0。34　士0．036

0，605士0．18

1．01　：ヒ0．43

0．83　：』0．365

0．472士0．23

0．356士0．45

0，735士0．12

1．01　d：0，455

0，522±0．09

0．546士0，39

0。455：」：0．45

0，855圭0．22

第2表　生理的食塩水を加えて保存した血液およびそれに薬物を添加した場合の

　　　　糖量の時間的変化

保存日数

1時間
　1日
　2日
　4日
　6日

例

数

4

4

4

4

4

NaC1及びNaClに薬物を添加させた溶液の血糖昆　（mg／m1）

・・cl　IN・cl＋ATP1・・cl＋G・・

1．06　士0．26

0．536士9．24

1．1e7　ti：0．36

　　0
　　0

0，731d：0．34

0．59　士0．26

1，035：』0．43

　　0
0，474士0．23

0．731：圭：0．14

0，47　士0．17

0，997士0．118

　　0
0，616ま：0．09

NaC1十2，4－DNP

0．808±：0噛25

0．695士0．35

0．96　ゴ：0．15

　　0
0，48：ヒ0．06
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には43，36±15・ユ4，1日後には7，08士1．56に減少し，　　52・29士4・35，1日後には51．92士2・99に減少，2日後

2日後にはユ16．37士2．835に著るしく増加を見せ，4　　　には41・1ま3・1に減少し・4日後には42・77士3・38に

日後には28．65±6．05に減少し，6日後には零（0）と　　増加し，．6日後には101・28士8・85に急激な増加を見

なつた。EDTAにATPを添加したものでは1時間　　　せる。

後では24．52士L96となり，　EDTA単独の場合に比・　　食塩にATPを添加したものでは1時間後には27・9

しほぼ半分に減少して居る。1日後には9．14士1・43と　　　士2・17となり，食塩単独の場合に比し著しく減少した

なり著しく減少し，2日後には73・25士3，89に増加，　　　が，1日後には26．4±6・06となり．2日後には20．06

4日後には1・77士0．04に著るしく減少し，6日後に　　　士0に減少し，4日後には51・13士2．81に増加し，6

は零（0）となった。　　　　　－　　　日後には35・4士1・02に減少した。

　EDTAにGSHを添加した血液では，1時間後には　　　　食塩にGSHを添加したものでは1時間後には51・9

23．4士6．96となり，EDTA単独の場合に比し著るし　　一±3・36となり食塩単独の場舎と似ており・1日後には

く減少しているが，1日後には33．01士8，79に増加，　　　26・01土0．09に著しく滅少し，2日後には7．9士2．7に

2畷には・0・・04±・・96繕るしく増加し，4畷，　減少し・4晒・は33・23土5・28に増加し・6畷に

には2．508士1．9に減少したが，6日後には零ぐ0）と　　　は62・68士8・78に急激に増加した。

なつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食塩に2，4一ジニトロフエノールを添加したもので、

　又EDTA　ee　2，　4－一ジニトロフエノールを添加したも　　は．1時間後では20・53土8・02となり・1目後には

のでは1時間後では34．07士1．36，1日後には6．79士　　　24・04士1・69となりT1時間後より増加しており・2日

0，85に減少して居り，2日後には26．93士L12に士瞥加　　　後には29・5±43に増加し、4日後には17．7士1．56と

したが，再び4日後には20，45士1．46に減少しt6日　　　なり著しく減少する。更｝t　6日後には67・11士6・5に

後には零（0）になつた。殆んど薬物を添加させた浮　　　増加する。（第4表滲照）

游液に於てはEDTAのみを使用したものに比べて減
少して居り，6日後には金部乳酸の存在を証明し得な　　　　　　　考　　察

い。　（第3表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EDTA－Na2（Disodium－ethylene－diarnine－tetra一

　参照食塩に浮游した血液に於ては，1時間後には　　acetate）は血液中のCaとキレート結合し，血液を非

第3衷　EDTAを加えて保存した血液およびそれに薬物を添加した場合の

　　　　乳酸量の時間的変化

　　　　　　例
保存日数
　　　　　　数

1時間　　4
　1日　　4
　2日　　4
　4日　　4
　6日　　4

EDTA

乳　　　　　酸　　　　　蟄　　　　（γ／m1）

43．36士1，541

　7．08f：1．56層

116．37：」ヒ2．8

28，67士6，05

　　　0

EDTA＋ATP
24．52」：1，96

9．14：ヒ1，48

73．25士3．89

1，77±：0，04

　　0

EDTA・G・・IEDTA・2・4－DNP

23。4　ti：6．96　　 34．07士1．36

33．01　士8．74　　　　　6。786士0．85

101．04　士1．99　　　　26、93　士1。27

　2，508士1．9　　　　　20。45　士ユ。27

　　　0　　　　　　　　　　0

第4表　　生理的食塩水を加えて保存した．血液およびそれに薬物を添加した場合の

　　　　　乳酸量の時間的変化

保存日数

1時間
　1日
　2日
　4日
　6目

例　　 乳・酸　量（γ／m1）数　N・C1「iN・Cl＋AT・N・C1＋G・H　N・C1＋・・4－DN・

452．39士4，3527．9士2．1751．9±3．3620．53：ヒ8．02
4　　　　51．92：』2．99　　　　26，4　：』6，06　　　　26，01士0．09　　　　24．04士1．69

4　　　　41．1　士3．98　　　　20。06士0．0　　　　　　7．9　士2。7　　　　　29．5　土4，0

4　　　　　42．77：ヒ3．98　　　　　51．13士2．81　　　　33。23士5．28　　　　　17．7　士1．56

4101．28ゴ：8．85　35．4士1，02 62．68：ヒ8。78　6？。11士6。5
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凝固性にする。更に血球膜に対しても良好であり，赤　　　る乳酸を見るとEDTAの場合には2臼目に最高値

血球，血小板の破壊もある程度抑制し，生体にも毒性　　を呈し6日目には零となつた。すなわち，ブドウ糖の

　が少なく蓄積作用もなく，速かに尿中に排澱され，只　　　消耗と共に1日ぐらいおくれて乳酸の上昇を見てい

大量に生体内に注入すると，生体内のカルシウムを藤　　　るが，6H目に完全に乳酸の消失を来すのは解糖の

つてテタニー，」血L圧下降，シヨツクなどの危険も考へ　　　Embden－Meyerhof経路が終結されて乳酸の生成が

　られるし，又血液の凝固機序に鮒して亀可成り強く障　　　なくなつたものと思はれる。

　害を及ぼしている。故に保存液として色々な難点もあ　　　　EDTA＋GSH，　EDTA＋ATPの場合にも曲線は

　るが，本実験は只EDTA傑存血液中の糖消費系の安、　EDTA単独の場合と同一であるが，ただ2日目の最

　定性を生理的食塩水保存tin液と比較して見た。　　　　　　高値がEDTAだけの場合は116・37±2・8，　EDTA＋

　　ユ）2×10－aMEDTAに浮滋させたlfiL液の血糖を　　ATPの場台には73．25士3．89，　EDTA＋GSHの場合

Ne1son－Somogyi法で測定してみたところ，保存1日　　は101．04士1．66を示して居り，　EDTA＋2，4－DNPの

　後最高値に達し，4日目最低値0．49mg／m1に達し，　　　み1よ比較的平坦なIHI線を画きながら低下している。

　6日目には更に上昇して0．854In劇mlに達している。　　　0．9％食塩水に保存した血液の乳酸の変動を見ると，

　0．9％食塩水に保存した溢L糖を同じ方法にて測定した　　　NaCl単独の場合は4日迄はほぼ直線を画いて平行

　ところ，2日目に最高値1．107mg／mlに達し，4日目　　　に進み，6日目には100γ！コn1迄上昇している。　NaCl

　以後は零に達して上昇していない。又EDTAに比し　　　＋　GSHの場合は2日目に最低を示し上昇して居り，

　屈曲が甚だしい曲線に．表はれたようにEDTAに浮淋　　　NaC1＋2，4－DNPの場合には4日目に零に達して更に

　させた方が血糖消耗が緩慢で，且つ4日になつても零　　　上昇している。EDTAに保存した場合に比して，す

　には達しない。4日後に於て両方共に」血糖値が」：二昇し　　べて最低値に早く到達する講が分るが，之等はEDTA

　ているのは，赤虚L球の保存中に漸次的溶1舳こ伴なう高　　　に保存した場合よりも，赤1血L球の溶血にともなう高分

分子，含糖，物質の破壊に由来するブドウ糖値ではな　　子含糖物質の破壊がNaC1に保存させた場合の方が早

　いかと思はれる。EDTA＋2×10－3　M－ATPおよび　　　く起る事を意味するものと思はれると同時に，乳酸の

　0・9％食塩水＋2×Io｝3　M－ATP両方に血液を保存し　　測定値が増加するのは，乳酸の代謝及び吸収が不充分

　て比較した。ATPは解糖を最高度に保持するに役　　で蓄積されるのではないかと推測される。

　立つのは既知の事実である。ところが本実験に於ける

　所見はEDTA単独の場合と大差なく，食塩水に保存　　　　　　　　結　　論

　したものに比して4日目に零になるのが，EDTA＋　　　1）　［血液を0．9％食塩水に保存するよりは2×10－3

　ATPの方は4日目の零が6日目には上昇して0．474　　MEDTA液に保存した方が，溶血に供なう高分子含

　mg／m1に漣iしている。　　　　　　　　　　　　　　　　糖物質の破壊をより良く防止し」血糖の消耗を保護し，

　　GSHは3x10－3　Mで保存血．のHexokinaseの活　　　且つアデノシソ三1」ソ酸，グルタチ才ソ，2，4一ジニト

　性を促進するといはれ⑦本実験に於てもEDTA＋2×　　　ロフェノールなどの薬品添加に由る血糖量の変動は

　10－aMGSHと0．9％食塩水＋2×10－3MGSHとに　　　1週間繊の短期にはそれ程影響をあたえない。

　血液を浮游させて見た所，糖消費系にはEDTA単独　　　2）0，9％食塩水に浮游させた赤血球は’約4日目

　の場合に比して大差を見ないが，0．go／o　fi塩水に浮游　　　から急激な溶血に伴う高分子含糖物質の破壊を起し・

　した場合に比して0．9％食塩水＋2xlO－a　M　GSHの　　EDTAに保存したものでは，それ程急激な溶血↓に供

　方が0．9％食塩水の場合と同じ曲線を画いている。　　　なう高分子含糖物質の破壊が起らない。

　2，4一ジニトロフエノール④〈2，4－DNP）は酸化的リン　　　3）EDTA液に保存した血液の乳酸量はEDTA単

　酸化の非共輯性を有する代表的な薬品で，EDTA＋2　　独の場舎も，　ATP，グルタチオソ，2，4一ジニトPtフエ

　×10－s　M2，4－DNPおよび0．9％食塩水＋2×10－3　M　　　ノールなどを添加した場合も，何れも数値の差はある

・2、4－－DNPにif註液を浮游させ1血L糖の変動を見たが，　tfn　　が，保存2日団に最高値を示し，6日国には零（0）

　糖曲線はEDTA＋APT叉はEDTA＋GSH　5之は0・9　　になつて完全に消失したが，0・9％食塩水に保存した

　％食塩水＋ATP，0．9％食塩水＋GSHなどと大した　　　ものでは食塩水＋2，4一ジニトロフエノールの場合を除

　変化を見ない。以上の諸成績より1週閻位の保存では　　　いてかえって低下し，以後4日目よりは急進的に上昇

　添加した薬物によつてそれ程影響がなかつたといえ　　　した。これは，乳酸の生成は増加するが，乳酸代謝及

　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び吸収が不充分で，蓄横される現象ではないかと思は

　　2）EDTAおよび食塩水に1血1液を保存し生成され　　　れる。
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